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後継者育成学校第四期 一年次 第１回

経営者論Ⅰ～経営者が持つべき人生哲学を知る～

〈佐藤芳直 講座〉

1．涵育薫陶

 経営者は、意志決定業である。
 私たちは何者なのか？ということを知る。

（１）心を育む3要素
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これらを通して、涵育薫陶を進めていく。

①環境

②教育

③経験
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行動と言葉で心をもみほぐすこと。

鳥が子の口元に餌を持って行って食べさせるように、言葉・行動を与える。

企業の文化を醸していくこと。

厳しさを持って焼き締める。

《経営者は、意志決定業である》経営者の主な仕事

ⅰ.戦略的意志決定
ⅱ.執行管理
ⅲ.将来構想・構築

《第1講座》

自社の独自貢献点を深める 卒業課題１

普段の日常にはない特別感

先代から変わらず愛され続けている、“名物”商品があること。
またその知名度

人の幸福感

ここなら間違いないという信用

自社が作っているお菓子で日々の生活が豊かにできること。
または、それがあるから日々を頑張れるという生きがい。

日々の生活を振り返った際に、
あの時は良かったと思い返すような
記憶が多くあること

人々の思い出、記憶をより良いものにすること、または
思い出・記憶そのものになること。そのような生活の豊かさを
つくること。

５年後のグランドデザインを描く 卒業課題3

②５年後Vision

【人財育成】 【事業体】

①経営理念（Mission）

③Grand design

「世界一の地元銘菓」を目指すと言える会社

その為に…
・従業員が隣の人を助けようとする、
思いやりの心を持つこと

・誰かの喜びに繋がっていること、
それを実感できる場がある

・自社のことはもちろん、地元の
ことを多くの方に知ってもらえる
情報発信の体制がある

→当社で働いていることへの誇りを多くの従業員が持つ

人に言いたくなるような魅力を
持つことでそれがお客様にも
伝わり、従業員の自信にも繋がる。

○誰かに対して何かをしてあげたいと
多くの機会で思える人

↓

・自分だけでなく他人を思いやれる人間は
魅力的でカッコいいと思える人財

・どんな夢であれ、真面目に語れる集団

・お菓子による、お客様への
非日常的幸福の提供

・お菓子を通して、社員の人間的成長を含む
人生の幸福を創る

・お客様、従業員の幸福度を上げることで、
地域に貢献する

・部署の壁を越えて、こうしたらあの人の
助けになるかな、こうやったら役立つかも
と顔を思い浮かべて考えられる組織。

・失敗するかもではなく、助けになるかもと
考えられる。失敗を許せるような組織風土
を持っていること。










